
上級の読解授業
一 同一教材を多 目的に利用 した授業一

春 名 万 紀 子

0、 は じ め に

1993年 度 春学期 に上1の 読解 を担 当 した。早稲 田大学 のr日 本語教科書

上級 身 を読む時 問のほかに,週2コ マ(3時 問)は 別 のものを扱 うこと渉

できた、 これ は,そ の時間 に試みた授 業内容 についての報 告 である。

授業 の 日的 は四.つあった。第一 は,学 生 に 「学習読み」 の習慣 か ら抜 け

出 させて・ 「さが し読 み」 や 「あ らす じ読 み」 のス トラテ ィジー を活 用 し

て読 む速度 を上げ させ ることにあった。第二 は,語 彙,表 現 の拡充 を図 る

こと,そ して,第 三は,意 見 や考 え を述 べ あうことで 口頭 練習 をす ること

だった。第四は・現在 の日本社会 に対 す る理解 を少 しで も深 めるのに役 立

つ情報 を与 えることだった。授業 では,一 つの教材 がこの ような四つ の目

的 を持 って扱われた。

1.r学 習読 み」 からの脱却

初級段階 の読解指導 では,語 彙,文 型,漢 字 を文章 の中で扱 ってい く場

合が多)・。北條(1973;P、71)は,こ の よ うな 「文章 をこまぎれ に し,自 由

に分断 レ,部 分部分 を深 く知 るとい う方法」 を 「学習読み」と呼 んで いる、

「学習読 み」 の習慣 が きっち り身 に付 いてい る真面 目な学生 ほ ど,何 を読

むに しても文章中の総 ての未 習 の語彙 を辞 書で調べ,文 の構造 を分析 しな

いと,内 容 の理解 に進 めない傾向 がよ く見 られ る。 これでは,当 然,読 む

速度は遅 くな るし,却 って内容把握 が うま くで きない ことも多 い。上記 の
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北條(1973=p・71)も,r学 習 読み」 がr文 章全 体 に流 れてい る文意 を無 視

す る結果 に もなる」 と指摘 してい る。 山本(1988=p,269)も 「一っ一 っ の

語 を正 しく認知 しなが ら読 も うとすれ ばす るほど内容把握 を難 しくす る と

いった傾 向を生み出す」 と述 べてい る。

細部 に とらわれす ぎるき らいの ある 「学習読 み」 の対極 にある もの とし

て,佐 藤(1979=p.129)の い う 「細 かい読 み方 では な く,あ らっぽ く,大

まかに(と いって も,い い加減 に,と い う意 味ではない〉,要 す るに少 しぐ

らい分 か らない ところは あっても気 にせず・大 体の内容 が つ か めれ ば よ

い,と い う,そ うい う読 み方 の態度」 が考 え られ る。佐藤 は このよ うな読

み方 を 「粗読」 と呼 んでいるが,一 般 に 「速読」 といわれ てい るもの とほ

ぼ一致 している。た だ,速 読では,目 の運 ぴ方等 の物理的 な側面 も含 めて,

読 む速度 を上 げる工夫 が考 え られ るのに対 して,こ こに言 う粗読 は内容 の

っかみ方 を問題 としてい るので ある。

学生 の目本語 での読 みの速度 を速 くす ることが 目標 では あるが,授 業 で

まずや らねばな らない ことは・辞書 に頼 りす ぎ・構文 の分析 に 目が向 きす

ぎて,大 要がつかめない読 み方 を直す ことに あった。 そのよ うな読 み方 が

改 まれば・結果 として読 む速度 は速 くな るはず で ある。 したがって,授 業

は粗読 に慣 れ させ る ことを中心 に据 えた。

2.教 材

教材 は新 聞か ら採 った。フィーチ ャー ものの記事,コ ラム,投 書等 を扱

った。

読 む とい う作業 において,読 者は 自分 の持 ってい る知識,情 報 を活 用 し

なが ら,テ キス トの理解 を進 めてい くものと考 え られ る。 したがって,読

者 がその内容 に関す る知識,情 鞭 を持 ってい るもののほ うが速 く読 めるで

あろ う。 小川(1991=p.83)は,「 教材 として新聞,雑 誌 の記 事 を用 いる場

合は,現 在起 こってお り,学 習者が普段他 の情報源 か らも触れ ている トピ

ックを用 い るのが 読者 とのイ ンターアクシ ョンを最 も生む もので あろう」
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と指摘 してい る。

授業 の 巨的 の一 つに,今 の 目本 の姿 を知 る手掛か りになる情報 を学生 に

与え ることが あった。 この目的 と上記 の こと,さ らに会話 の話題 にしや す

いとい う条件 を考 え合わせて,教 材 には,現 在 日本 の社会 で起 こって いる,

話題性 の ある出来事や事 象 を取 り上 げるよ うに心掛 けた。

こ こに紹 介する よ うな形態 で授業 がで きた のは,9回 だった。 使用 した

教材 は,総 て今年(1993年)のr朝 目新聞」か ら採 った もので,次 の通 りで

ある。 なお,以 後 これ らの教材 に言及 す る際は,教 材 に付 けた番号 を使用

す る。

(1〉

(2〉

(3)

(4)

(5)

学 生稼 げず鈍行 の旅(3月15目)

天 声人語;丸 刈 りと校 則(3月7日)

ス ポーツ透 かせ ぱニツポ ンが見 える=相 撲(4月19目)

ひ とと き;27歳 未 婚 は罪 です か(投 書)(4月17日 〉

ひと とき特集:結 婚 して』 人前 なの～(上 記 の投書 に対 する反響 〉

(4月30日)

(6〉

(7〉

(8)

(9〉

窓:社 員旅行(4月10目 夕 刊〉

天声人語=チ キ ンスープ と味噌汁(6月7日 〉.

ヒラ も社長 も皆 「さん付 け」:狙 い と効用(3月27日 夕刊)

TV時 評;電 話番号の 語 呂合 わせは 時代や 世相 を映す(6月22日

夕刊)

3.粗 読 の指 導

小川(199hp・83)がr特 に速読 において・ テキス トを読 み始 める前 に・

扱 う トピックについて簡単 に討 論 などをして頭 の中 を準備 してお く必 要が

ある」 と指摘 してい るが,授 業 では この"頭 の中の準備 卜'に二 つの方法

を採 った。

一っ は,教 科書 で読 んだものとの関連づ けである。 しかし,こ の方 法が

採れたのほ,2例 だけだった。 教科書 の第11課 「テ レビとス トレス」 を
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読んだ時 に,日 本 のサラ リー マンについて話 し合 い,「 社員旅行」 や 「会

社人 間」等 の語彙 も入 れておいた。 そ して,こ の課 が終 わ ってからの授業

で教材(6)の 「社員旅 行」 を使用 した。 また,(8)の 「ヒラ も社長 も皆 『さ

ん付 け』」 を使 う前 に,教 科 書 の第22課 「人 を表 す ことば」で,上 司や部

下,同 僚 の一般 的 な呼び方 を勉 強 した。

もう一 っ の方法 と しては,読 む作業 に入 る前 に必要 な"紹 介"を 教師

が した。先 に述べ たよ うに,読 む内容 は現在 の 日本 の姿 を反 映 して いるも

の としたので,学 生 に とって馴染み のない語彙 を含 む も の も あった。特

に,教 材(3〉 の相撲 に関す る ものは,「 親方」,「幕内」等 の語彙 を紹介 して

おかなけれ ばな らなかった。(9)の 「TV時 評 」で は,語 呂合 わせ とは どん

な ことで あるか説 明す る必 要 があった。

読 むための準備 が終 わった ところで,本 文 と本文の内容 に関す る質問 の

プ リン トと語 彙表 を配 り,全 体 を読 み通す,通 読 の作業 をさせた。語 彙表

は,未 習 の可能性 があ りそ うな漠字 を含 む語彙 を ∬ス トア ップ して,そ の

漢字 の読み方 を付 けた だけの もので,訳 語 は付 いていない。学生は漢 字 の

読 み方 が分 か らなけれ ば,未 習 の語彙 を辞 書で引 けない とい う事 情 と・多

くの 日本語 の語彙 が文字 か らで はな く,音 だけで入 ってい る 日系の学 生 が

いた とい うことか ら,こ のよ うな語彙表 を作 った。 このク ラス には中国 か

らの学生 は いなかった が,彼 等 の揚合 は,語 の意味 は分 か るが 巨本式 の読

み方 の分 か らない ことが多 い。彼等 に漢字 と音声 を結び付 け させ るの に,

このよ うな語彙表 は役立 つ。

辞 書 が引 けるよ うに語彙表 を渡 して あるのだが,学 生 には,辞 書 を引 く

のは最 小限 にす るように言 った。文脈 か ら類推 で きる ものや,意 味 が分 か

らなくて も文意 の把握 に支障 を来 た さないと思 われ る ものは,辞 書 に頼 ら

ず に読 み進 む よ うに指示 した。

次 に,質 問 に目を通 させ て,そ れ に答 える作業 をさせ た。学生 は・質問

を読 んでか ら・ その答 えを探 しなが ら本文 を読 み返 す。 この作業 におい

て,学 生 は読み なが して もいいところ,詳 細 に読 む必要 のある ところを意
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識 しな が ら読 む ことになる、

質 間は大 体10題 とした。 回答方法 は,二,三 例外 はあるボ,○ ×式 と

した。 これは,答 えるのにも,答 え調べ にもい ちぱん時間 がかか らない と

いう理 由か らである。回答 用紙 は,出 来 た者 か ら順 に提 出 させ,そ σ)場で

チェック して返 した,

全 員 の回答 のチ ェックが終 わ った ら,学 生 に順番 に段 落 ごとに音読 させ

なが ら,皆 で答 え調 べ をした。 この レベル の学生で もまだ発音 やアクセ ン

トの誤 りが多 いので,音 読 は有益 と思 われ る。 また,皆 で答 え調 べ をしな

がら,間 違 った学生 には どこを読み問違 っていたのかを考 え させた。

4・ 語彙,表 現 の拡充

この レベル の学生 にとって,い か に語彙,表 現 を拡充 す るかは大 きな課

題で ある。一 つの教材 を粗読 しただけで,新 出 の語 彙や表現形式 の定着 を

図るのは無理 があると思 われ る。 そこで,2コ マ目の授 業では,同 じテキ

ス トをこの目的 に合 わせて使用 した。

再度音 読 させ て,漢 字熟語 の文字 と音声,意 味 を再確認 させた。読 むと

い う行 為 において,黙 読 のほうが音読 よ り速 い。したが って,速 読す る際・

学生 ・特 に中国 の学生 は,音 声 をほ とん どど意識す る ことな く読 んで いる

と考 え られ る。 しか し,音 を知 ってい るとい うことと語彙 の定着 には密接

な関係 があるように思 われ る。 小川(1991;P.8尋 〉は,音 を知 って いるとい

うことが,漢 語 が持 つ意味や情報 を記憶 として保持 してい くた めに少 なか

らざる役割 を果た して いる可能性 について言及 す ると同時 に,そ のことが

文章 を文節単位 で視 覚的 に認識 してゆ くプ ロセス を無意識 に支 えてい るよ

うだと述べ ている。

同一・ あるいは似 通 った トピック を扱 った もの を複 数読む ことは,重 複

して出て くる語 彙の印象 を強め ることにな り,記 憶 を促す と考 え られ る

し,そ の トピック に関連 す る語彙 を広 め ることに もなる。教科 書で読 んだ

ものとの関連 づけ については前述 した通 りで あるが,授 業では教材 の内容
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に関連 した別 の記事 を出来 るだけ読 ませ るよ うに した。例 えば,教 材(1〉 を

扱 った時は,バ ブルが崩壊 する前 の学生 アルパ イ トにつ いて の記事 「人気

バイ トは短 ・近?高3(朝 日新閏1991年5月18目)を 読 んだ。(6)に 関連

してrし みつ く会社人 間」(朝 日新 悶1993年5月15日)を 扱 った、(9)の

語 呂合 わせ を読 んだ時は,教 字 の語 呂合 わせ を扱 ったrフ ジ三太郎」(朝 日

新聞1986年11月6日)の 四 コマ漫画 を用 いて,語 呂合 わせ の や り方や

お もしろさを一緒 に考 えた。

5。 口頭 練 習

上級 レベルになると,授 業が口頭練習よ り読解中心になる傾向があり,

学生 からもっと会話 の練習 をしてほしい という意見が聞かれることがよく

ある.そ こで,1コ マ目の残p時 間は,読 んだものにっい七感想や意見等 を

交換す る時間に当てた。学生 の発話する機会 を多 くす ると同時 に・読解教

材に出てきた語彙や表現 を使 う練習 もで きる。新出の語彙・表現 を目で読

み,次 に音読し,さ らに別のコンテクス トの中で能動的に使用 することは,

それ らの記憶 を天 いに促 す と思 わ れ る、 この点 に関 しては,高 木(1980:

p.30)も 「読解 教育は,単 に読むだけでな く,話 す ことと総合 させ ること

で よ り一層 の効果 をあげ うる ことにな る」 と指 摘 している。

授 業では,学 生 が読 んだ ものの内容 に関係 す るよ うな実 際 の経 験 を話 す

ことび多か った。 そ して,他 の学 生 がその経験談 について質 問 をした り・

意見 を述 べた り,別 の自分の経験 を話 した りして・会話 が発展 した。また・

自国で の揚合 との比較 もよくなされた。 例 えぱ,(1〉 の鈍行 の旅 の記 事 を

扱 った時は,実 際 に 「青春18切 符」 を使 って旅行 した ことのあ る学生 が

クラスにいた ので,そ の時 の話か ら会話 が始 まった。(2〉の丸刈 りにっいて

読 んだ時 は,ド イツ の学生 が軍隊 で は自分 も髪 を短 くしなけれ ばな らなか.

った ことや,い ろい ろ規則 があった こ と等 を話 した。上役 も部下 もrさ ん

付 け」で呼ぶ企業 が増 えて きてい るとい う記 事(8)を 読 ん だ際 は,ア メ リ

カの学生 が英語 を教 えて いるアルバイ ト先 の会社 がやは り 「さん付 け」 を
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実行 して いることを話 した。(9)の 語 呂合 わせ を話 し合 った時 には,英 語や

ドィツ語で も歴史 の年代や,数 学 の公式等 を覚 える工夫 に,日 本語 の語 呂

合わせ とは異質では あるが,言 葉(文)が 使 わ恥てい ることが分 か り興味深

かった。

結婚 に関す る投書(4〉 は,量 的 に も少な く,内 容 も易 しか ったので,授

業 に時間的余裕 があった。 それで,話 し合 う前 に,感 想 を書 かせ た。

6.再 検討 を要す る点

このクラスは6人 と少人数 で あった ことと,読 むス ピー ドを上 げる こと

その ものよ り,ま ずは 「粗読」 に慣れ させ るとい うことを目的 にしていた

ことか ら,読 ませ る時 に原則 として時 間 を限 らなか った。一人 だけ読 むの

が非常 に遅 かったので,あ と何 分で ペ ン を置 くよ うに と指示 した ことが・

2回 あった。 しか し,学 生数 が多 くなると,読 む速度 にもっとば らつ きが

み られ るで あろ うか ら,読 む時 間 を制限す る必要 が出 て くるのではないだ

ろうか。 また,読 む速度 を上 げ ることを第 一 に考 えるな ら,時 間制限 とい

うプ レッシャー があった方 がい いのか もしれない。

読 む時,辞 書 の使用 は本 人の 自由に任せた。 それ は,授 業 のためで はな

く,自 発的 に読 むとい う行為 をす る時 のパ タrン に近付 けた か ったか らで

ある。私 たちは,何 か を読 んで いて知 らない語 に出 くわ した時,辞 書 を引

くこともあれば,文 脈 か らの類推 に頼 って読み進 む こともある。

しか し,読 む速度 を速 める訓練 としては,辞 書 を使 わせ ないで・文脈 か

らの類推 に頼 って読 む練 習 に徹す る方 がいいとも考 えられ る。 そ うす るた

めには,教 材 に出 て くる新出語彙 の数 をある粧度抑 える必要 があろう。北

條(1988;P.241)は,「 既 習 の文型,語 彙 を中心 としてい くつ かの未習語 の

意味 を文脈 か ら類推 できる程度 の,学 習者 には負担 にな らない・筋立 ての

はっき りした もの」 が速読 に向 いていると してい る。実際 には,上 級 クラ

スの学生 は 自国で様々な教科書 を使 って 日本語 を学習 して きて いるので・

何 が既 習で あるかは各 自で異 な り,そ れ をきっち り把握す るのは困難 で あ
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る。

辞書 を使用 させ ない場合,キ ーワー ドとなるよ うな語彙 に関 しては,語

彙表 に訳語 を付 け ることも考 え られ る。た だ,母 国語 を異 に している学 生

集団 の場合や教師 が学生 の母 国語 に通 じて いない揚合等 は難 しいこともあ

るP

小 川(1991:p.82)は,精 読で語彙 の拡充 を図 ってか ら,新 しく導入 され

た語彙 をオーパ ーラ ップさせた速読 をさせ る方法 を提 唱 してい る。このよ

ラな精読 か ら速読 への順序 を踏 めば,先 の北條 の言 う速読 に適 した教 材 も

選ぴ やす くな ると思 われ る。 この点 だけ を考 えて,今 の 日本社会 の姿 を反

映す るもの等 とい う条件 を付 けなけれ ば,速 読教材 を教科書 で扱 った もの

との関連 で選 ぶ ことも一考で あろう。

7.お わ り に

授業 の 目的 を一 つ に定めず,一 回 の授業 にいろいろな要 素 を持 ち込 ん だ

ことが良か った のか ど うか疑問 が残 ってい る。しか し・学生 の要 求・興 味・

得手,不 得手が一様 ではないので あるか ら,こ のよ うな授業 では その どこ

かに各 自がそれぞれ に要求 しているものや興味 が持 てるものを見出せ るの

では ないだろ うかと,思う。
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